
２０１５年３月 ECALGAセミナーＱ＆Ａ 

【質問１】 

・ECALSは車載向け部品では使い難いのでは？ 

【回答１】 

・JEITA/ECセンターでは業界を超えた ECALS辞書の普及拡大を目標としており、カーエ

レクトロニクス業界においてもご活用頂ける様、車載用部品特有なプロパティの調査を行

ってまいります。 

・またこのようなプロパティを追加して欲しいなどのご要望がございましたら、JEITA/EC

センターにて検討させて頂きますので、ご相談ください。 

 

【質問２】 

・カスタム品の ECALSデータはどうするの？ 

【回答２】 

・そもそも ECALS辞書は汎用品、カスタム品に関わらず活用頂ける辞書となっております。 

・また ECALSデータの授受は、提供側（部品メーカ）、活用側（セットメーカ）の合意に

より BtoBにて授受されます。 

 

【質問３】 

・海外部品メーカの ECALS対応は？ 

【回答３】 

・部品の調達経由にもよりますが、現時点では、ECALSデータを提供可能な部品商社も増

えてきており、商社にもご相談頂ければと存じます。 

・ECALSのグローバルな普及、啓蒙は、JEITA/ECセンターにおいても重要な取組みとし

てとらえており、アジア、欧米部品メーカに理解を深めて頂く機会を検討中です。 

・国内外問わず、ご希望の部品メーカがございましたら、JEITA/ECセンターとしてもアプ

ローチ、ならびにサポートさせて頂きます。 

 

【質問４】 

・提供側として ECALSデータの作成には大きな工数が必要なのでは？ 

【回答４】 

・提供側には、自社製品の特性を表す独自のデータがあると思います。 

・JEITA/ECセンターでは、その自社のデータと ECALSのプロパティとのマッピングをサ

ポートさせて頂きます。 

・マッピングを行うことで、ECALSデータへのコンバートも容易になるかと存じます。 

・また JEITA/EC センターでは ECALS データ作成ツールをホームページにて無償配布し

ており、データ作成作業の軽減にお役立て頂けるかと存じます。 



【質問５】 

・自社の PDMのデータが ECALSに則っていないので、すぐには使い難い。 

【回答５】 

・提供側の ECALSデータ作成と同様に、JEITA/ECセンターでは活用側の PDMの部品デ

ータと ECALSのマッピングをサポートしております。 

・マッピングを行うことで、入手した ECALSデータのコンバートが容易になり、提供側か

らのデータを十分に活用出来るかと存じます。 

以上 


